
石川県立美術館だより
第346号	 平成24年8月1日発行

能登・やわらぎの郷 聖徳太子殿天井画 修復記念

孤高の画家
田中一村展
7月28日（土）～8月26日（日）　会期中無休

 －尊經閣文庫にみる－
■平清盛とその時代
 【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■古九谷の美とその流れ
 【第２展示室】

 夏休み　親子で楽しむ美術館
■きこえてくるよ
 【第６展示室】
 7月19日（木）～8月28日（火）　会期中無休

◦ コレクション展示　今月のみどころ

◦ 企画展Topics　須田国太郎展

◦ バスツアー報告

◦ 情報・図書コーナーより

◦ ミュージアムショップ通信

「アダンの海辺」昭和44年　「孤高の画家　田中一村展」より
ⓒ2012 Hiroshi Niiyama

板谷光治　沈金素彫群漆箱
夏休み親子で楽しむ美術館「きこえてくるよ」より
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「不喰芋と蘇鐵」個人蔵
（田中一村記念美術館寄託）　
ⓒ2012 Hiroshi Niiyama

「初夏の海と赤翡翠」昭和37年（1962）
田中一村記念美術館蔵
ⓒ2012 Hiroshi Niiyama

入
場
料

一　
　

般

高
・
大
生

小
・
中
生

当　

日

一
、一
〇
〇
円

七
〇
〇
円

五
〇
〇
円

前
売
り
・
団
体

九
〇
〇
円

五
〇
〇
円

三
〇
〇
円

�

団
体
は
二
〇
名
以
上

関
連
行
事

田
中
一
村
記
念
美
術
館
館
長

　宮
崎
緑
氏
特
別
講
演

　

八
月
九
日
（
木
）
十
三
時
三
十
分
～
十
四
時　

美
術
館
ホ
ー
ル

　

※
聴
講
に
は
本
展
の
入
場
券
が
必
要
で
す
。

　

画
壇
の
表
舞
台
に
立
つ
こ
と
な
く
、
単
身
渡
っ
た

奄
美
大
島
で
孤
高
の
生
涯
を
貫
い
た
日
本
画
家
、
田

中
一
村
（
明
治
四
十
一

－

昭
和
五
十
二
）。
幼
少
よ

り
書
画
に
親
し
み
、
そ
の
卓
抜
し
た
技
量
で
神
童
と

謳
わ
れ
な
が
ら
、
画
壇
に
お
い
て
日
の
目
を
見
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
三
十
三
年
五
十
歳

で
奄
美
に
渡
っ
た
一
村
は
、
数
年
働
き
資
金
を
貯

え
、
そ
の
後
制
作
に
専
念
す
る
と
い
う
生
活
を
繰
り

返
し
ま
す
。
そ
し
て
自
ら
が
〝
閻
魔
大
王
へ
の
土
産

物
〟
と
称
し
た
「
ア
ダ
ン
の
海
辺
」、「
不
喰
芋
と
蘇

鐵
」
な
ど
の
傑
作
を
残
し
、
六
十
九
歳
で
こ
の
世
を

去
っ
た
の
で
す
。
一
人
で
夕
食
の
支
度
を
し
て
い
る

最
中
に
倒
れ
る
と
い
う
寂
し
い
最
後
で
し
た
。

　

無
名
の
画
家
田
中
一
村
が
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
九
年
放
映
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜

美
術
館
「
黒
潮
の
画
譜
～
異
端
の
画
家　

田
中
一

村
」
か
ら
で
し
た
。
濃
密
な
色
彩
で
亜
熱
帯
の
自
然

を
描
い
た
作
品
群
と
、
画
業
に
全
て
を
か
け
た
生
き

ざ
ま
は
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。
次
々
と
画

集
、
評
伝
が
刊
行
さ
れ
、
日
本
各
地
で
展
覧
会
が
開

催
。
平
成
十
三
年
に
は
鹿
児
島
県
奄
美
パ
ー
ク
田
中

一
村
記
念
美
術
館
の
開
館
を
み
た
の
で
す
。

　

そ
の
田
中
一
村
が
昭
和
二
十
九
年
か
ら
三
十
年
に

か
け
て
、
宝
達
志
水
町
に
あ
る
、
や
わ
ら
ぎ
の
郷
聖

徳
太
子
殿
天
井
画
制
作
の
た
め
来
県
し
、
四
十
九
枚

の
天
井
画
の
制
作
の
他
、
陶
磁
器
の
絵
付
け
な
ど
も

行
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

傷
み
が
激
し
か
っ
た
天
井
画
は
、
今
春
石
川
県
文
化

財
修
復
工
房
で
修
復
が
完
了
し
、
修
復
後
初
公
開
と

な
り
ま
す
。

　

本
展
で
は
四
十
九
枚
の
天
井
画
を
は
じ
め
、
東
京

時
代
、
千
葉
時
代
、
そ
し
て
一
村
芸
術
の
精
華
と
も

い
え
る
奄
美
時
代
の
代
表
作
な
ど
、
約
九
十
点
の
展

示
を
通
し
、
孤
高
の
画
家
田
中
一
村
の
〝
美
〟
の
軌

跡
を
紹
介
し
ま
す
。

主
な
展
示

「
白
い
花
」
昭
和
二
十
二
年
、

「
薬
草
図
天
井
画
」
昭
和
三
十
年
、

「
ア
ダ
ン
の
海
辺
」
昭
和
四
十
四
年
、

「
不
喰
芋
と
蘇
鐵
」
昭
和
四
十
年
代

1F　企画展示室能登・やわらぎの郷 聖徳太子殿天井画 修復記念

孤高の画家　田中一村展
主催／北陸中日新聞、石川県立美術館、石川テレビ
協力／田中一村記念美術館、千葉市美術館、NHK出版
後援／石川県、金沢市、金沢市教育委員会、宝達志水町、エフエム石川

7月28日（土）～8月26日（日）　会期中無休

「薬草図天井画」（部分）昭和30年（1955）
やわらぎの郷聖徳太子殿蔵
ⓒ2012 Hiroshi Niiyama



BIJUTSUKAN DAYOR I  No .3463

石川県指定文化財
色絵鳳凰図平鉢 古九谷
江戸17世紀

　

前
田
育
徳
会
の
「
尊
經
閣
文
庫
」
を
紹
介
す
る
展
示
で
す
。
概
要
は

前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、
は
じ
め
て
展
示
す
る
重
文
「
仏
舎
利
奉

納
願
文
」（
九
条
兼
実
筆
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
十
二
月
、
平
清
盛
は
、
平
氏
政
権
に
反
抗

的
な
態
度
を
取
り
続
け
る
東
大
寺
や
興
福
寺
な
ど
の
寺
社
勢
力
に
属
す

る
大
衆
（
だ
い
し
ゅ
）
の
討
伐
を
目
的
に
、
子
の
重
衡
を
総
大
将
と
し

た
平
氏
軍
を
派
遣
し
、
激
し
い
合
戦
の
末
、
南
都
を
焼
き
尽
く
し
て
、

東
大
寺
も
大
半
が
焼
失
し
、
大
仏
（
盧
舎
那
仏
）
の
首
が
落
ち
て
し
ま

い
ま
す
。
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
五
月
十
九
日
付
け
の
こ
の
願
文

は
、
東
大
寺
再
興
の
た
め
に
、
こ
の
前
日
に
仏
頭
の
鋳
造
が
完
成
し
た

大
仏
の
胎
内
に
、
仏
舎
利
を
納
め
よ
う
と
い
う
内
容
で
す
。
金
銀
の
切

箔
や
砂
子
、
野
毛
を
散
ら
し
た
豪
華
な
料
紙
に
、
願
主
の
九
条
兼
実
自

ら
が
、
父
藤
原
忠
通
の
法
性
寺
流
を
踏
ま
え
た
力
強
く
重
厚
な
書
風
を

み
せ
て
お
り
、
数
少
な
い
兼
実
の
遺
墨
と
し
て
も
貴
重
な
作
品
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
下
記
の
よ
う
に
国
宝
や
重
文
を
含
む
作
品
を
展
示
し
ま

す
の
で
、
展
示
期
間
に
留
意
の
上
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

古
九
谷
の
美
を
語
る
と
き
、
同
一
意
匠
の
も
の
が
全
く

と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
存
在
し
な
い
事
実
を
忘
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
か
つ
て
、
石
川
県
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る

「
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢
」（
石
川
県
指
定
文
化
財
）
と
同
一
意

匠
と
さ
れ
る
作
品
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
両
者

を
丹
念
に
比
較
す
る
と
、
構
図
や
色
の
使
い
方
に
類
似
点

は
あ
り
ま
す
が
、
絵
画
的
描
写
の
完
成
度
に
大
き
な
隔
た

り
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

石
川
県
立
美
術
館
の
「
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢
」
に
つ
い
て

し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
こ
と
は
、
鳳
凰
と
い
う
伝
説
上
の
鳥

を
、
あ
た
か
も
間
近
で
観
察
し
た
よ
う
な
迫
真
の
描
写
力

が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
前
号
の
「
石
川

県
立
美
術
館
だ
よ
り
」
の
所
蔵
品
紹
介
に
も
書
き
ま
し
た

よ
う
に
、
古
九
谷
の
絵
付
け
は
、
一
般
的
な
陶
画
工
で
は

な
く
「
本
画
」
を
描
く
画
家
が
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

画
一
性
を
許
さ
な
い
、
厳
し
い
創
作
姿
勢
が
貫
か
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
芸
術
的
価
値
の
追
求
が
古
九
谷
の
真
価
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
に
古
九
谷
は
大
量
生
産
と
大
量
消
費
が
循

環
す
る
産
業
と
し
て
は
成
立
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
古
九
谷

廃
絶
後
、
加
賀
の
地
に
お
い
て
色
絵
磁
器
生
産
が
次
々
と

試
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
流
れ
の
根
底
に
は
「
美

の
高
さ
」
へ
の
眼
差
し
が
あ
る
こ
と
を
、
今
回
古
九
谷

二
十
五
点
と
再
興
九
谷
十
一
点
の
展
示
に
よ
っ
て
再
認
識

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

第２展示室

古九谷の美と
その流れ
7月19日（木）～8月28日（火）　会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館

－尊經閣文庫にみる－
平清盛とその時代
7月19日（木）～8月28日（火）　会期中無休

【
主
な
出
品
作
品
】

重
文　

仏
舎
利
奉
納
願
文�

九
条
兼
実
筆

　
　
展
示
期
間
は
七
月
十
九
日
～
八
月
一
日

国
宝　

広
田
社
二
十
九
番
歌
合
下
巻�

藤
原
俊
成
筆

　
　
展
示
期
間
は
八
月
二
日
～
八
月
十
四
日

楼
閣
山
水
蒔
絵
歌
書
箱
（
国
宝
・
広
田
社
二
十
九
番
歌
合
箱
）

　
　
展
示
期
間
は
八
月
二
日
～
八
月
十
四
日

重
文　

法
曹
類
林�

信
西
編
著

　
　
展
示
期
間
は
八
月
十
五
日
～
八
月
二
十
八
日

平
家
物
語
（
三
条
西
本
）

平
家
物
語
（
長
門
本
系
統
）

平
家
物
語
（
康
豊
本
）

平
家
物
語
（
熱
田
本
系
統
）

平
家
物
語　

古
活
字
本

源
平
盛
衰
記　

古
活
字
本

保
元
物
語�

伝
積
善
院
尊
雅
筆

待
賢
門
合
戦
図
屏
風

平
治
物
語�

伝
積
善
院
尊
雅
筆
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久世建二　「落下」 蔦　健三　「朝市＝３人」

　
「
夏
休
み
親
子
で
楽
し
む
美
術
館
―
き
こ
え
て
く
る

よ
」
の
展
示
室
は
、
三
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
三
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
一
つ
目
は
「
ど
ん
な
音
が
き
こ
え
て
く
る
か

な
？
」
の
コ
ー
ナ
ー
。
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
日
々

の
中
で
も
、
私
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
音
に
囲
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
て
頂
く
こ
と
が
で
き
る
「
き
こ
え
て

く
る
よ
」
の
導
入
で
す
。
日
本
は
四
季
の
変
化
に
富
み

季
節
が
移
る
ご
と
に
、
い
ろ
い
ろ
な
自
然
の
音
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
雨
、
雷
鳴
、
滝
、
風
な
ど

の
自
然
の
音
。
ま
た
、
鳥
の
さ
え
ず
り
や
動
物
た
ち
の

鳴
き
声
な
ど
の
鳥
獣
の
声
、
そ
し
て
虫
の
声
か
ら
は
季

節
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
音
探

し
を
し
て
い
る
と
、
私
た
ち
は
こ
ん
な
に
音
に
包
ま
れ

て
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
で
き
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
中
で
は
、
生
活
の
音
な

る
も
の
も
取
り
上
げ
、
物
売
り
の
声
、
街
中
で
の
車
や

足
音
、
人
の
会
話
も
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

二
つ
目
の
コ
ー
ナ
ー
は
、「
ど
ん
な
場
面
か
な
？　

―
セ
リ
フ
を
考
え
て
み
よ
う
―
」。
人
物
を
取
り
上
げ

た
作
品
で
深
く
鑑
賞
す
る
方
法
の
一
つ
は
、
自
分
が
作

品
の
中
の
人
物
に
な
っ
て
み
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
で

は
、
自
分
が
作
品
の
中
の
人
物
に
な
っ
て
「
ど
ん
な
こ

と
を
言
っ
て
い
る
か
」
セ
リ
フ
を
考
え
て
み
ま
す
。
実

は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
人

物
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
で
は
な
い
も
の
に

も
な
っ
て
み
て
セ
リ
フ
を
考
え
る
楽
し
い
機
会
も
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

最
後
の
コ
ー
ナ
ー
は
「
ど
ん
な
感
じ
が
す
る
か
な
？

―
音
で
あ
ら
わ
し
て
み
よ
う
―
」。
何
を
表
現
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
し
ま
う
抽
象
的
な
作
品
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
作
品
を
音
で

表
現
し
て
み
る
こ
と
に
挑
戦
で
す
。
作
品
か
ら
感
じ
た

印
象
を
擬
態
語
な
ど
で
あ
ら
わ
し
て
み
る
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
難
し
く
考
え
ず
に
あ
な
た
の
感
性
で
気

軽
に
あ
ら
わ
し
て
み
て
し
て
く
だ
さ
い
。

夏休み　親子で楽しむ美術館

きこえてくるよ
7月19日（木）～8月28日（火）　会期中無休

第6展示室
 　

前
号
の
「
学
芸
員
の
眼
」
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、「
き
こ
え
て
く
る
よ
」
の
展
示
は
学
校
出
前
講
座
で
行
っ
て

い
る
ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
の
一
つ
の
活
動
を
取
り
上
げ
た
展
示
で
す
。
ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
は
自
然
に
作
品
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
、
た
く
さ
ん
の
方
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
活
動
で
す
。
県
立
美
術
館
の
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
一
昨
年
の
秋

に
二
階
展
示
室
を
使
っ
て
「
ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
大
作
戦
」
と
称
し
て
小
学
生
親
子
の
方
々
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
ご
参
加

の
方
々
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
」「
も
っ
と
や
っ
て
み
た
い
」
と
の
声
を
多
数
頂
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
夏
も
「
き
こ

え
て
く
る
よ
」
の
展
示
室
を
は
じ
め
、
二
階
展
示
室
を
使
っ
て
小
学
生
親
子
を
対
象
に
「
ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
大
作
戦
２
」
を

行
う
予
定
で
す
。
申
し
込
み
の
必
要
は
な
く
、
八
月
五
日
（
日
）
十
三
時
三
〇
分
ま
で
に
、
二
階
受
付
に
集
合
い
た
だ
け

れ
ば
ど
な
た
で
も
ご
参
加
頂
け
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

学芸員の眼
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【
日
本
画
、
油
彩
・
ア
ク
リ
ル
】
第
三
展
示
室

　

夏
本
番
を
迎
え
て
、
日
本
画
は
季
節
感
あ
る
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
平
桜
和
正
「
静
映
」
は
初
夏

の
公
園
を
、
平
木
孝
志
「
游
」
は
水
中
の
海
女
を

描
い
た
清
涼
感
を
感
じ
る
作
品
で
す
。
こ
ち
ら
の

作
品
で
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
涼
ん
で
み
る
の
も

一
興
で
す
。
ま
た
反
対
に
西
山
英
雄
の
代
表
作
、

灼
熱
の
「
火
焔
山
」
や
、
二
人
の
男
女
を
描
い
た

稲
元
実
「
夏
日
」

を
真
夏
に
鑑
賞
し

て
み
る
の
も
よ
い

の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

油
彩
・
ア
ク
リ

ル
部
門
で
は
、
人
物
や
風
景
画
の
中
か
ら
、
物
語

性
の
強
い
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

　

鴨
居
玲
の
「
石
の
花
」「
1
9
8
2
年�

私
」

「
酔
っ
て
候
」、
庄
田
常
章
の
「
ゾ
フ
№
２
」
は
、

描
か
れ
た
人
々
の
つ
ぶ
や
き
や
、
う
め
き
が
画
面

に
渦
巻
い
て
い
ま
す
。
重
く
苦
し
い
魂
の
叫
び
で

す
。
一
方
、
脇
田
和
の
「
連
理
」
は
比
翼
の
鳥
と

連
理
草
が
た
お
や
か
に
愛
を
語
り
合
い
、
立
見
榮

男
の
「
雷
神
」
は
野
に
棲
む
主ぬ

し

達
の
楽
し
げ
な
ざ

わ
め
き
を
聞
か
せ
て
い
ま
す
。
風
景
画
で
は
、
池

田
良
則
の
「
廃
園
」、
三
浦
泉
の
「
残
さ
れ
た
刻
」

が
、
乾
い
た
風
の
音
を
聞
か
せ
、
現
代
文
明
へ
の

警
告
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。
様
々
な
声
を
お
聞
き

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
彫
刻
、
版
画
】
第
四
展
示
室

　

石
川
県
の
戦
前
の
彫
刻
は
本
県
出
身
の
官
展
系

作
家
の
活
躍
を
中
心
に
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
制

作
志
向
が
窺
え
る
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
戦
後

は
金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校
（
現
、
金
沢
美
術
工

芸
大
学
）
の
創
立
に
伴
い
、
時
代
の
変
化
に
も
対

応
し
た
多
角
的
で
多
様
な
彫
刻
制
作
が
展
開
す
る

こ
と
と
な
り
、
伝
統
の
上
に
新
た
な
時
代
の
傾
向

を
含
ん
だ
作
品
も
見
ら
れ
、
北
陸
地
区
に
お
け
る

拠
点
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
言
え
ま
し
ょ

う
。

　

各
種
展
覧
会

で
活
躍
し
た
作

家
の
代
表
作
を

中
心
に
展
示
す

る
も
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
個
性
的

な
作
品
の
展
開

を
ご
鑑
賞
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
第
四
展
示
室
で
は
近
現
代
の
版
画
も
展

示
し
ま
す
。
宮
本
三
郎
「
舞
妓
十
二
題
」
の
う
ち

「
蟲
籠
」
な
ど
季
節
感
あ
る
優
品
を
展
示
し
ま
す

の
で
お
楽
し
み
下
さ
い
。

【
近
現
代
工
芸
】
第
五
展
示
室

　

今
回
の
近
現
代
工
芸
部
門
の
展
示
で
は
、
陶
磁

二
十
五
点
、
漆
工
十
一
点
、
染
織
五
点
、
金
工
三

点
、
木
工
二
点
、
人
形
一
点
、
截
金
一
点
の
計

四
十
八
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
作
品
は
そ
れ
ぞ

れ
、
材
質
や
技
法
、
表
現
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
み
、
作
者
の
す
ぐ
れ
た
技
量
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
人
間
国
宝
の
前
大
峰
作
「
沈
金
猫
文

『
け
は
ひ
』
飾
筥
」
は
、
楕
円
形
の
箱
の
蓋
表
に
、

何
か
の
気
配
を
感
じ
た
猫
の
一
瞬
の
動
き
を
、
沈

金
の
高
度
な
技
に
よ
っ
て
見
事
に
表
現
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
前
大
峰
の
も
と
で
修
業
を
積
ん
だ
板

谷
光
治
の
「
沈
金
素
彫
猫
文
漆
箱
」
は
、
師
の
作

品
と
よ
く
似
た
姿
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
猫
を
真

正
面
か
ら
と
ら
え
、
素
彫
り
よ
っ
て
銀
の
よ
う
な

輝
き
を
呈
し
、
目
と
鼻
の
部
分
に
金
を
用
い
て
、

独
自
の
味
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
師
弟
の
表
現

の
対
比
の
妙
を
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

近現代部門（近現代工芸、日本画、油彩・アクリル、彫刻、版画）

コレクション展示　今月のみどころ
7月19日（木）～8月28日（火）　会期中無休

沈金猫文「けはひ」飾筥
／前　大峰作

沈金素彫猫文漆箱／板谷光治作

長谷川八十　「軍鶏」

鴨居　玲　「酔って候」 稲元　実　「夏日」



BIJUTSUKAN DAYORI  N o .3 4 6 6

　

動
物
は
須
田
国
太
郎
の
主
要
テ
ー
マ
で
、
豹
や
鷲
な
ど
の
猛
獣
猛
禽
類
か

ら
牛
や
馬
な
ど
の
家
畜
、
そ
し
て
駝
鳥
、
鴨
、
海
亀
、
犬
、
猫
、
小
鳥
な
ど

実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
描
い
て
い
ま
す
。
洋
画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て

須
田
ほ
ど
動
物
を
描
い
た
画
家
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。「
人
物
」、「
風
景
」、

「
静
物
」、
こ
の
洋
画
の
三
大
テ
ー
マ
は
、
須
田
の
場
合
、「
人
物
」
に
替
え

て
「
動
物
」
と
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
花
瓶
に
活
け
た
花
で
あ
れ
ば
「
静
物
」
で
す
が
、
地
に
根
ざ
し
て
咲

い
て
い
る
バ
ラ
や
牡
丹
、
そ
し
て
何
げ
な
い
野
草
を
数
多
く
描
き
ま
し
た
の

で
、
こ
の
場
合
は
東
洋
・
日
本
画
の
「
花
卉
図
」
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
須
田
の
画
業
は
花
卉
禽
獣
を
中
心
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

明
暗
対
比
の
強
い
バ
ロ
ッ
ク
絵
画
を
学
ん
だ
須
田
の
作
品
は
、
油
絵
具
本

来
の
ね
っ
と
り
と
し
た
艶
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
描
く
、
削
る
、
こ

す
る
、
こ
う
し
た
行
為
を
繰
り
返
し
て
生
ま
れ
た
作
品
は
、
下
地
の
白
が
か

す
れ
た
線
や
点
と
な
っ
て
現
れ
る
な
ど
複
雑
な
絵
肌
を
持
ち
、
見
る
者
の
想

像
を
か
き
立
て
ま
す
。
研
究
と
実
作
が
須
田
の
場
合
、
高
次
の
レ
ベ
ル
で
合

致
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
須
田
は
昭
和
十
四
年
に
京
都
市
動
物
園
と
は
目
と
鼻
の
先
の
左
京

区
南
禅
寺
草
川
町
に
移
り
ま
し
た
。
須
田
の
日
記
に
は
足
繁
く
園
に
通
い
、

様
々
な
動
物
を
写
生
し
制
作
す
る
姿
が
う
か
が
え
ま
す
。
代
表
作
「
犬
」
や

「
鵜
」
な
ど
、
こ
の
動
物
園
な
く
し
て
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
興

味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て

い
ま
す
。
動
物
園
を
愛
し
た
須
田

は
二
十
八
年
九
月
に
園
内
の
標
識

画
が
ま
ず
い
と
、
製
作
を
買
っ
て

出
、
す
べ
て
描
き
改
め
た
の
で
し

た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
こ

れ
ら
の
標
識
画
は
傷
ん
で
失
わ

れ
、
現
在
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
っ
た
く
、
惜
し
い
こ
と
で

す
。

　

五
月
二
十
七
日
（
日
）、
天
候
に
恵
ま
れ
た
一
日
に
第
十
回
美
術
館

バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
「
南
砺
・
砺
波
の
美
術
館
・
文

化
財
を
訪
ね
て
」
と
題
し
、
お
隣
富
山
県
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
南
砺
市
に
残
る
棟
方
志
功
の
作
品
や
そ
の
足
跡
を
辿
り
ま

し
た
。
最
初
に
訪
れ
た
南
砺
市
立
福
光
美
術
館
で
は
、
企
画
展
「
雪
梁

舎
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
棟
方
志
功
展
―
ム
ナ
カ
タ
の
魂
に
魅
せ
ら
れ

て
―
」
と
常
設
展
を
、
学
芸
員
の
方
の
丁
寧
な
解
説
に
よ
り
鑑
賞
し
ま

し
た
。
じ
っ
く
り
と
棟
方
芸
術
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
、
次
は
光
徳
寺
へ

向
か
い
ま
し
た
。
本
堂
で
説
明
を
受
け
、
棟
方
志
功
や
民
藝
運
動
の
作

家
の
作
品
を
拝
見
し
ま
し
た
が
、
寺
院
内
に
並
ぶ
世
界
の
民
芸
品
も
興

味
深
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
棟
方
志
功
記
念
館
愛
染
苑
へ
行
き
、

棟
方
志
功
住
居
を
移
築
し
た
鯉
雨
画
齋
に
て
解
説
を
頂
き
、
棟
方
の
南

砺
市
で
の
生
活
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昼
食
後
、
バ
ス
は
井
波
へ
と
進
み
、
瑞
泉
寺
に
参
り
ま
し
た
。
寺
院

内
を
案
内
し
て
頂
き
な
が
ら
の
拝
観
、
狩
野
探
幽
「
山
水
図
」
な
ど
寺

宝
の
特
別
公
開
も
あ
り
、
瑞
泉
寺
の
歴
史
文
化
を
知
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
最
後
に
砺
波
市
美
術
館
を
訪
れ
、
開
催
中
の
企
画
展

「
梅
原
龍
三
郎　

花
と
名
峰
」
を
担
当
学
芸
員
の
詳
し
い
解
説
で
鑑
賞

し
ま
し
た
。
鮮
や
か
な
色
彩
に
目
を
奪
わ

れ
つ
つ
、
ツ
ア
ー
の
全
行
程
が
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

　

全
体
に
足
早
で
の
行
程
と
な
り
申
し
訳

な
い
思
い
で
一
杯
で
す
が
、
無
事
に
ツ

ア
ー
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
参
加

者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

企画展Topics

須田国太郎展 －没後50年に顧みる－

会期　9月1日（土）～10月14日（日）　会期中無休
主催／石川県立美術館、日本経済新聞社　　特別協力／京都国立近代美術館

第
十
回

　バ
ス
ツ
ア
ー
報
告

真名鶴　1953年

瑞泉寺山門にて
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今
日
、
書
籍
の
販
売
も
、
従
来
の
著
者
→
出
版
社
→
取
次
→
小
売
店

（
書
店
）
→
読
者
と
い
っ
た
一
般
的
な
流
通
方
式
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
美
術
館
や

博
物
館
で
開
催
さ
れ
る
展
覧
会
の
図
録
な
ど
の
販
売
は
、
そ
れ
ら
の
流
通

方
式
と
は
異
な
り
、
基
本
的
に
来
館
者
が
直
接
、
展
覧
会
場
で
購
入
す
る

場
合
が
主
で
、
会
期
後
も
残
部
が
あ
れ
ば
販
売
す
る
と
い
う
形
が
、
今
日

で
も
主
流
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
出
版
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
図
録
を
刊
行
し
、
一
般
ル
ー
ト
で
も
購
入
で
き
る
も
の
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
大
規
模
な
展
覧
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
関
連
書

籍
を
刊
行
し
て
宣
伝
し
、
入
場
者
の
増
加
、
図
録
の
販
売
の
促
進
と
連
動

さ
せ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
館
に
は
他
館
か
ら
、
資
料
交
換
の
形
で
毎
年
約
三
〇
〇
冊
の
展
覧
会

図
録
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
最
新
の
情
報
を
ま
と
め
た
調
査

研
究
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
豊
富
な
図
版
は
、
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
め
る
も

の
で
す
。
こ
う
し
た
当
館
の
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
方
に
も
閲
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
、
順
次
整
理
し
て
保
管
し
て
お
り
、
館
内
の
来
館
者
シ
ス

テ
ム
で
検
索
可
能
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

　

ち
な
み
に
一
階
の
情
報
・
図
書
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
最
近
収
蔵
し
た
、
左

記
の
図
録
を
開
架
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

記

○
知
識
も
理
屈
も
な
く
、
私
は
た
だ
見
て
ゐ
る

　
　
　

川
端
康
成
・
東
山
魁
夷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

�

平
成
二
十
三
年
／
川
端
香
男
里

○
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ　

い
の
ち
の
輝
き
、
子
ど
も
の
い
る
風
景

�

平
成
二
十
三
年
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ

○
明
治
・
大
正
時
代
の
日
本
陶
芸　

産
業
と
工
芸
美
術　

�

平
成
二
十
四
年
／
同
展
実
行
委
員
会

　

※
同
展
に
は
、
当
館
の
所
蔵
品
が
三
点
、
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。

情報・図書コーナーより

次
回
の
展
覧
会

八
月
の
行
事
予
定

■
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
鑑
賞
講
座　

午
後
1
時
30
分
～　

2
F
展
示
室

参
加
無
料

8
月
5
日（
日
）

ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
大
作
戦
２

会
期
：
九
月
一
日（
土
）～
十
月
十
四
日（
日
）

企
画
展
示
室

須
田
国
太
郎
展
―
没
後
50
年
に
顧
み
る
―

会
期
：
九
月
一
日（
土
）～
十
月
二
十
一
日（
日
）

尊
經
閣
文
庫
分
館

尊
經
閣
文
庫
名
品
展
―
職
人
歌
合
わ
せ
の
世
界
―

第
２
展
示
室

秋
の
優
品
選
―
琳
派
を
中
心
に
―

第
３
展
示
室

知
ら
れ
ざ
る
鴨
居 

玲

○
菊
畑
茂
久
馬　

戦
後
／
絵
画

�

平
成
二
十
三
年
／ｇ
ｒ
ａ
ｍ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋｓ

○
神
々
へ
の
祈
り　

神
の
若
が
え
り
と
こ
こ
ろ
の
再
生　

�

平
成
二
十
四
年
／
東
北
歴
史
博
物
館

○
ぬ
ぐ
絵
画　

日
本
の
ヌ
ー
ド　

一
八
八
〇
―
一
九
四
五　

�

平
成
二
十
三
年
／
東
京
国
立
近
代
美
術
館

※�

開
室
時
間
は
、
午
後
一
時
～
五
時
。
貸
出
し
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
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毎月第1月曜日はコレクション展示
室無料の日（8月は6日）

8月の開館時間
　午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
　午前10：00～午後7：00

8月の休館日は
29日（水）～31日（金）

企画展Topics　須田国太郎展　－没後50年に顧みる－

　

本
誌
「
企
画
展
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉｃ
ｓ
」
で
も
紹

介
し
た
、
秋
の
企
画
展
「
須
田
国
太
郎
展
―

没
後
50
年
に
顧
み
る
―
」
の
図
録
が
現
在
販

売
中
で
す
。
こ
の
展
覧
会
は
、
神
奈
川
県
立

美
術
館
葉
山
を
皮
切
り
に
、
約
一
年
を
か
け

て
全
国
六
会
場
を
巡
回
す
る
大
規
模
展
で

す
。
当
館
に
も
代
表
作
が
ほ
ぼ
揃
い
ま
す

が
、
会
場
ご
と
に
作
品
の
入
れ
替
え
が
あ
り

ま
す
。
図
録
に
は
入
れ
替
え
作
品
も
全
て
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
催
各
館
か
ら
の
須
田

国
太
郎
に
関
す
る
論
考
も
充
実
し
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
、
図
録
を
読
み
込

ん
で
秋
の
展
覧
会
に
備
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
通
信

先
行
販
売「
須
田
国
太
郎
展 

図
録
」

「
須
田
国
太
郎
展 

図
録
」
定
価
二
〇
〇
〇
円
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法観寺塔婆　1932年
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窪八幡　1955年
東京国立近代美術館蔵

鵜　1952年
京都国立近代美術館蔵

発掘　1930年
京都大学人文科学研究所蔵

走鳥　1953年
京都市立芸術大学資料館蔵




